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サ
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a
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奥
村
晃
史
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三
橋
節
子
編
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■
序

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
北
米
大
陸
随
一
の
優
美
で
活
気
に
あ

ふ
れ
た
都
市
で
あ
る
.
比
類
な
い
眺
望
、
お
だ
や
か
な
海
洋
性
気

候
、
断
崖
に
寄
せ
る
太
平
洋
の
荒
波
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
、

金
門
橋
、
霧
、
数
々
の
す
ば
ら
し
い
建
築
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
劇
場
、
オ
ペ
ラ
へ
　
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
、
美
術
館
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
と
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
見
所
は
つ
き
な
い
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

は
、
お
そ
ら
-
世
界
中
で
最
も
コ
ス
モ
ポ
-
タ
ン
な
都
市
の
1
つ

で
あ
ろ
う
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
ま
た
へ
大
災
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
を

秘
め
た
「
自
然
」
と
さ
ら
に
そ
の
災
害
を
増
幅
す
る
力
を
も
つ

「
人
為
」
に
満
ち
た
危
険
な
都
市
で
も
あ
る
.
1
九
〇
六
年
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
二
一
の
地
震
が
発
生
し
、
崩
れ
落
ち
た
煙
突
や

破
裂
し
た
ガ
ス
管
が
ひ
き
起
こ
し
た
火
災
に
よ
っ
て
、
こ
の
ま
ち

は
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。
1
九
八
九
年
l
〇
月
l
七
日
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
南
一
〇
〇
キ
ロ
を
震
央
と
し
て
発
生
し
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
一
の
ロ
マ
・
プ
-
-
タ
地
震
は
、
こ
の
地
域
が

一
九
〇
六
年
の
よ
う
な
巨
大
地
震
に
再
び
襲
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
人
び
と
に
思
い
出
さ
せ
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
B
B
C

が
作
成
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
つ
い
て
の
番
組
は
　
〟
死
を
待

つ
都
市
″
と
題
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
ま
ち
は
別
の
へ
ず
っ
と
確
実
な
死
に
向
か
い
つ

つ
あ
る
。
同
性
愛
者
を
中
心
に
蔓
延
し
た
エ
イ
ズ
が
、
社
会
問
題
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。
土
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お
よ
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水
政
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セ
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タ
ー
所
長
。

お
く
む
ら
こ
う
じ
二
九
五
六
年
京
都
府
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究

科
地
理
学
専
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士
課
程
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理
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博
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環
在
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通
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技
術
院
地
質
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査
所
に
勤
務
。
地
形
学
が
専
門
。
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と
し
て
最
初
に
認
識
さ
れ
た
の
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
あ
る
。
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
　
(
快
楽
主
義
)
　
と
絶
望
的
な
決

E
B
3

定
論
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
も
う
ひ
と
つ
の
貌
な
の

で
あ
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
は
、
六
二
〇
万
の
人
口
を
擁

す
る
大
都
市
圏
の
歴
史
の
な
か
で
'
常
に
中
核
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
　
(
表
1
)
。
た
だ
し
そ
の
人

口
七
二
・
四
万
人
は
'
大
都
市
圏
全
体
の
人
口
の
十

1
・
五
%
に
す
ぎ
な
い
.
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
=
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
=
サ
ン
ノ
ゼ
連
合
大
都
市
統
計
区
　
(
表
2
)

は
'
ア
メ
リ
カ
国
内
で
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
　
シ
カ

ゴ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
次
ぐ
第
四
の
大
き
な
都
市
地
域

で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
南
は
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
か
ら
北

は
サ
ン
タ
ロ
ー
ザ
ま
で
の
南
北
約
二
〇
〇
キ
ロ
、
太
平

洋
岸
か
ら
海
岸
山
脈
の
東
縁
に
近
い
リ
グ
ァ
モ
ア
ま
で

東
西
約
六
五
キ
ロ
の
広
が
-
を
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
に

は
九
つ
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
に
属
す
る
数
百
の
ま
ち
が
サ
ン

衰1　サンフランシスコとイーストベイのおもな都市の人口の変遷

(Vance, 1964とStatistical Abstract of the United States, 1992による)

サンフランシスコ　オークランド　　アラメダ　バークレー

149, 000　　　　10, 500　　　　1, 557

343, 000　　　　　67, 000　　　16, 000　　13, 000

416, 912　　　　150, 000　　　　23, 000　　　40, 343

506, 676　　　　216, 000　　　　29, 000　　　56, 000

775, 000　　　　384, 000　　　　64, 000　　114, 900

716, 000　　　　372, 000

表2　ベイエリアの人口の変遷, 1970-1990年(単位:千人)

(Statistical Abstruct of the United States 1991,表36による)

1 9 7 0 1 9 8 0 1 9 9 0 1 9 8 0 - 1 9 9 0 の

増 加 率 (% )

C M S A (連 合 大 都 市 統 計 区 ) 全 域

P M S A 主 要 大 都 市 統 計 区 )

サ ン フ ラ ン シ ス コ

4 ,7 5 4 5 , 3 6 8 6 , 2 5 3 1 6 . 4

1 , 4 8 2 1 , 4 8 9 1 , 6 0 4 7 . 7

オ ー ク ラ ン ド 1.6 2 8 1 , 7 6 2 2 , 0 8 3 1 8 . 2

サ ン ノ ゼ 1,0 8 5 1 , 2 9 6 1 , 4 9 8 1 5 . 6

サ ン タ ク ル ー ズ 124 1 8 8 2 3 0 2 2 . 1

サ ン タ ロ ー ザ 2 05 3 0 0 3 8 8 2 9 . 5

ヴ ア レ ホ

市

サ ン フ ラ ン シ ス コ

2 5 1 3 3 4 4 5 1 3 4 . 9

7 1 6 6 7 9 7 2 4 6 . 9

オ ー ク ラ ン ド 3 62 3 3 9 3 7 2 9 . 7
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フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
を
取
-
巻
-
よ
う
に
し
て
分
布
し
て
い
る
。
地

域
全
体
と
し
て
は
ベ
イ
エ
-
ア
　
(
湾
岸
地
域
)
　
と
い
う
名
前
で
呼

ば
れ
て
い
る
　
(
図
1
)
。
そ
の
な
か
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
そ

の
南
に
続
-
地
域
を
ベ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
(
半
島
地
域
)
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
か
ら
ベ
イ
　
(
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
)
　
を
隔
て
た
対
岸
の

地
域
を
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
　
(
東
岸
地
域
)
　
と
呼
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
'

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
南
方
の
サ
ン
ノ
ゼ
を
中
心
と
し
て
、
ハ
イ

テ
ク
都
市
の
集
ま
る
地
域
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
ベ
イ
エ
リ
ア
の
大
部
分
の
地
域
に
は
中
核
都
市
で
あ
る
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
同
様
な
自
然
的
・
人
為
的
災
害
の
要
因
が
存

在
し
て
い
る
。
自
然
的
要
因
の
な
か
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
北

北
西
-
南
南
東
に
延
び
る
サ
ン
ア
ン
ド
レ
ア
ス
断
層
帯
か
ら
発
生
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図1サンフランシスコ・ベイエリアの行政区分と主要都市,フリーウェイ

す
る
地
震
で
あ
る
。
地
す
べ
り
へ

洪
水
、
液
状
化
、
山
火
事
の
危

険
は
地
震
に
比
べ
れ
ば
局
地
的

で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
然
災
害

が
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
ー
例
え
ば
交

通
、
通
信
、
上
下
水
道
へ
貯
水

池
、
電
気
・
ガ
ス
、
食
糧
の
供

給
へ
医
療
体
制
-
に
損
傷
を
与

え
る
危
険
性
は
普
遍
的
に
存
在

す
る
。
ま
た
、
ほ
か
の
巨
大
都

市
地
域
と
同
様
に
ベ
イ
エ
-
ア

で
は
、
日
常
的
な
人
為
的
危
険
　
瀞

-
交
通
渋
滞
、
空
気
や
水
の
汚

染
、
有
毒
な
化
学
物
質
の
廃
棄
、

都
市
的
犯
罪
-
に
も
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
1
七
七
〇
年
代
、
ス
ペ
イ
ン

人
宣
教
師
た
ち
が
最
初
に
入
植

し
て
か
ら
、
一
八
四
八
年
カ
-

フ
ォ
ル
ニ
ア
を
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
併
合
し
、
翌
1
八
四
九
年

シ
ェ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
で
金
が
発

見
さ
れ
る
ま
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
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シ
ス
コ
は
隔
絶
し
た
交
易
拠
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
八
四
九
年

以
降
は
何
千
何
万
の
東
部
の
人
間
が
1
獲
千
金
を
夢
見
て
、
ホ
ー

ン
岬
を
回
航
し
、
あ
る
い
は
大
平
原
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
し
て
カ
-
フ

ォ
ル
ニ
ア
に
移
住
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
た
ち
ま
ち
の
う
ち

に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
商
業
や
金
融
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
た
。

一
八
五
〇
年
代
以
降
の
経
済
の
成
長
に
伴
っ
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
は
、
富
と
慈
善
、
優
雅
な
建
築
、
美
術
、
音
楽
を
初
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
花
開
い
た
。
ア
メ
-
カ
東
海
岸
か
ら

は
1
週
間
の
鉄
道
の
旅
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
は
少
な
-
と
も
1
カ

月
の
船
旅
の
末
に
た
ど
-
つ
-
地
の
果
て
に
あ
り
な
が
ら
へ
　
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
ほ
ど
な
-
〟
西
海
岸
の
パ
-
″
と
称
賛
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
セ
ン
ト
ラ
ル
・
バ
レ
ー
と
金
鉱
地
域
の

商
業
、
金
融
、
政
治
の
中
枢
と
し
て
'
ま
た
世
界
の
水
上
交
通
の

要
衝
と
し
て
の
地
位
を
高
め
る
に
つ
れ
て
、
後
背
地
も
急
速
に
成

長
し
た
　
(
義
-
)
。
一
八
六
〇
年
代
の
初
め
か
ら
、
イ
ー
ス
ト
ベ

イ
の
バ
ー
ク
レ
ー
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
ア
ラ
メ
ダ
な
ど
い
く
つ
も

の
町
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
間
に
は
'
連
絡
船
が
運
行
さ
れ
て

い
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
経
済
や
文
化
の
中
心
と
し
て
ベ
イ

エ
リ
ア
を
リ
ー
ド
す
る
一
方
、
こ
れ
ら
の
衛
星
都
市
は
住
宅
都
市

で
あ
る
と
同
時
に
へ
　
工
業
都
市
や
港
湾
都
市
と
し
て
も
、
そ
の
立

地
を
活
か
し
て
繁
栄
を
と
げ
て
い
っ
た
。

■
一
九
〇
六
年
の
地
震
と
火
災

ベ
イ
エ
リ
ア
の
自
然
界
の
悪
役
と
し
て
の
サ
ン
ア
ン
ド
レ
ア
ス

断
層
は
'
金
門
橋
と
同
じ
-
ら
い
広
-
知
ら
れ
て
い
る
。
サ
ン
ア

ン
ド
レ
ア
ス
断
層
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
北
米
プ
レ
ー
ト
の
境

界
を
な
す
大
断
層
で
あ
る
。
一
九
〇
六
年
四
月
一
八
日
へ
　
日
曜
日

の
早
朝
五
時
一
二
分
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
す
ぐ
沖
合
で
サ
ン

ア
ン
ド
レ
ア
ス
断
層
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
二
の

地
震
が
発
生
し
た
。
激
し
い
ゆ
れ
は
四
〇
秒
間
続
い
た
。
さ
ら
に

二
二
分
後
の
大
き
な
ゆ
れ
を
初
め
と
し
て
'
数
百
回
の
余
震
が

徐
々
に
規
模
を
減
じ
な
が
ら
続
い
た
。
早
朝
に
地
震
が
発
生
し
た

た
め
死
傷
者
は
地
震
の
大
き
さ
の
わ
り
に
少
な
か
っ
た
。
も
し
昼

間
に
地
震
が
起
こ
っ
て
い
た
ら
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
群
集
す
る
人

び
と
の
多
-
が
'
倒
壊
す
る
ビ
ル
の
下
敷
き
と
な
っ
て
命
を
落
し

た
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
ゆ
れ
が
長
-
続
い
た
結
果
へ
急
ご
し
ら
え

の
住
宅
は
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
多
-
の
住
民
が
ベ
ッ
ド

か
ら
出
る
間
も
な
-
が
れ
き
の
下
敷
き
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
と
き
不
気
味
な
響
き
を
た
て
て
地
面
と
建
物
が
ゆ
れ
る
と
同
時

に
、
幾
百
も
の
教
会
の
鐘
が
鳴
-
響
き
へ
人
び
と
を
恐
怖
に
お
と

し
い
れ
た
。

一
九
〇
六
年
の
地
震
は
ま
た
、
北
部
お
よ
び
中
部
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
の
南
北
三
二
〇
キ
ロ
に
わ
た
る
地
域
に
も
悲
惨
な
爪
跡
を
残

し
た
。
ベ
イ
エ
-
ア
で
は
、
サ
ン
ノ
ゼ
と
パ
ロ
ア
ル
ト
の
損
害
が

60
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大
き
か
っ
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
と
バ
ー
ク
レ
ー
は
、
両
市
を
通
る

へ
イ
ワ
ー
ド
断
層
が
活
動
し
な
か
っ
た
た
め
、
比
較
的
軽
微
な
被

害
で
す
み
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
救
援
の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ

と
が
で
き
た
。

地
震
に
引
き
続
い
て
起
こ
っ
た
火
災
の
勢
い
は
当
初
あ
ま
り
強

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
　
(
一
六
六
六
年
)
へ

シ
カ
ゴ
(
1
八
七
i
年
)
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
　
(
1
九
九
一
年
)
　
の
大

火
の
よ
う
に
'
強
風
や
乾
燥
が
直
接
延
焼
を
助
長
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
水
道
シ
ス
テ
ム
が
ほ
ぼ
完
全
に
マ

ヒ
し
て
消
火
用
水
の
供
給
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
ま

ち
全
体
が
火
に
包
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
水
道
管
の
破
裂
や
貯
水
タ

ン
ク
の
破
壊
が
、
水
道
シ
ス
テ
ム
を
マ
ヒ
さ
せ
た
直
接
の
原
因
で

あ
る
。
ガ
ス
管
が
破
裂
し
煙
突
が
崩
れ
落
ち
て
家
々
が
火
に
包
ま

れ
た
と
き
、
消
防
士
た
ち
は
燃
え
広
が
る
火
事
を
前
に
な
す
す
べ

が
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
延
焼
の
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
〇
六
年
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
と
火
災
は
'
い
ま
だ
に
ア
メ
-
カ
史
上

最
悪
の
都
市
型
自
然
災
害
で
あ
-
、
世
界
史
上
に
お
い
て
も
最
悪

の
都
市
火
災
の
一
つ
で
あ
る
o
こ
の
火
災
で
、
1
六
六
六
年
の
ロ

ン
ド
ン
火
災
の
焼
失
面
積
の
六
倍
に
あ
た
る
二
四
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
　
(
四
九
〇
ブ
ロ
ッ
ク
)
が
焼
け
落
ち
た
o
こ
れ
は
1
八
七
一
年

の
シ
カ
ゴ
火
災
の
半
分
の
面
積
に
あ
た
る
。
死
者
は
約
五
百
名
、

当
時
の
人
口
の
五
分
の
三
に
あ
た
る
二
五
万
人
の
住
宅
と
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
全
域
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
地
震
災
害
は
、
現
代
の
大
都
市
の
災
害
と
共
通
す
る
要
素

を
多
-
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
t
 
m
災
害
の
多
様
性
　
(
地
震
と
火

災
)
　
㈲
二
次
的
な
影
響
の
大
き
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
　
(
水
・
通

信
・
交
通
)
　
の
破
損
へ
㈱
耐
震
規
制
の
不
備
に
よ
る
多
数
の
中
・

高
層
ビ
ル
の
倒
壊
、
お
よ
び
規
制
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
小
規
模

建
築
の
大
部
分
を
占
め
る
木
造
住
宅
多
数
の
倒
壊
。
㈱
結
果
と
し

て
労
働
者
階
級
の
人
び
と
が
家
や
職
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
㈲
た
だ
し
、
地
震
の
直
後
か
ら
救
援
の
手
を
さ
し
の
べ
'

さ
ら
に
復
興
に
も
貢
献
す
る
こ
と
の
で
き
る
都
市
が
近
隣
に
存
在

し
た
点
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
恵
ま
れ
て
い
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
一
九
〇
六
年
の
大
災
害
か
ら
の
復
興
は
、

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
建
物
に
か
け
ら
れ
て
い
た
保
険
に
よ
っ
て
急
速

に
進
み
へ
市
中
心
部
は
ま
も
な
-
再
建
さ
れ
た
。
一
九
一
〇
年
の

人
口
四
一
万
七
千
人
は
'
一
九
〇
〇
年
の
人
口
を
二
二
%
上
回
っ

て
い
る
　
(
表
1
)
。
住
宅
の
再
建
が
同
時
に
進
ん
だ
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
1
九
二
三
年
の
大
地
震
後
の
東
京
と
同

様
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
も
ま
た
再
建
の
際
に
、
従
来
の
街
路
と

土
地
利
用
の
パ
タ
ー
ン
を
改
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
と
り
わ

け
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
す
る
た
め
に
シ
カ
ゴ
の
建
築
家
ダ
ニ

エ
ル
・
H
・
バ
ー
ナ
ム
が
地
震
直
後
に
提
案
し
て
い
た
　
〟
美
し
い

街
〟
計
画
が
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
'
再
建
に
お
け
る
重
大
な

失
敗
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
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一
九
〇
六
年
の
災
害
か
ら
八
三
年
間
、
自
然
災
害
が
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
と
そ
の
周
辺
地
域
の
発
展
に
目
に
見
え
る
影
響
を
及
ぼ

し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
期
間
に
建
設
さ
れ
た
金
門
橋
と
ベ

イ
ブ
-
ツ
ジ
の
お
か
げ
で
'
ベ
イ
エ
-
ア
の
ほ
か
の
都
市
が
発
展

し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
地
位
は
相
対
的
に
低
-
な
っ
て
い
っ

た
。
第
二
次
大
戦
後
へ
連
邦
政
府
が
郊
外
の
核
家
族
住
宅
の
建
設

を
支
援
し
た
こ
と
、
新
し
い
フ
-
-
ウ
ェ
イ
が
大
々
的
に
建
設
さ

れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
一
九
七
〇
年
代
に
高
速
鉄
道
　
(
e
q
<
<
&
H
)

が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
へ
人
口
と
都
市
機
能
の
分
激
化
は
1

層
進
ん
だ
　
ォ
<
c
*
H
に
よ
っ
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
直
結
し

た
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
=
バ
ー
ク
レ
ー
地
域
は
現
在
、

人
口
と
そ
の
増
加
率
で
と
も
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
し
の
い
で

い
る
　
(
表
2
)
0

■
　
l
九
八
九
年
ロ
マ
・
プ
リ
ー
ク
地
震

7
九
〇
六
年
の
地
震
後
長
-
続
い
た
静
穏
な
時
代
に
も
、
サ
ン

ア
ン
ド
レ
ア
ス
断
層
で
次
の
大
き
な
地
震
が
い
つ
ど
こ
で
お
き
る

か
と
い
う
こ
と
は
、
常
に
人
び
と
の
念
頭
に
あ
っ
た
。
一
九
八
八

年
、
合
衆
国
地
質
調
査
所
　
(
D
c
f
l
O
c
w
)
　
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

地
震
危
険
度
評
価
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
サ
ン
ア
ン
ド
レ

ア
ス
断
層
北
部
　
(
ベ
イ
エ
-
ア
)
　
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
ク
ラ
ス

の
地
震
が
起
こ
る
確
率
は
向
こ
う
五
年
間
で
一
〇
%
、
三
〇
年
間

な
ら
ば
五
〇
%
で
あ
る
と
予
測
し
た
。

こ
の
予
測
は
す
ぐ
に
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
。
サ
ン
ア
ン
ド
レ
ア
ス
断
層
北
部

は
、
一
九
八
九
年
1
0
月
一
七
日
午
後
五

時
へ
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
二
の
地
震
を

発
生
さ
せ
て
沈
黙
を
破
っ
た
。
震
央
は
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
南
東
約
一
〇
〇
キ

ロ
、
ロ
マ
・
プ
リ
ー
タ
山
の
近
-
に
あ
っ

た
。
こ
の
地
震
で
は
'
死
者
六
二
名
へ
負

傷
者
三
七
三
七
名
を
か
ぞ
え
'
1
万
二
千

人
の
人
び
と
が
家
を
失
っ
た
。
損
害
額
は

六
〇
億
ド
ル
以
上
に
達
す
る
と
と
も
に
、

交
通
、
ガ
ス
・
電
気
・
上
下
水
道
や
通
信

手
段
が
遮
断
さ
れ
た
。

こ
の
地
震
は
、
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
・

ワ
ー
ル
ド
シ
-
-
ズ
第
三
戦
の
開
始
と
同

時
に
発
生
し
た
。
た
ま
た
ま
ベ
イ
エ
リ
ア

の
二
つ
の
チ
ー
ム
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ス
が
対
戦
し
て
い
た
。

野
球
中
継
は
'
た
だ
ち
に
地
震
の
惨
状
の

速
報
へ
と
移
行
し
、
地
震
災
害
に
対
す
る

視
聴
者
の
関
心
を
強
-
喚
起
し
た
。

表3 1988年当時のサンアンドレアス断層系を震源とする大地震が起こる確率の予測

(USGS Open File, 88-398)

予 測 規 模 (M ) 5 年以 内 10 年 以 内 20 年 以 内 30 年 以 内

ベ イ エ リア 7 .0 0 . 1 0 . 2 0 .3 0 .5

サ ンア ン ド レア ス断 層 南 部 7 .5 -8 .0 0 . 1 0 . 2 0 .4 0 .6

サ ン ジ ヤ シン ト断 層 6 .5 -7 .0 0 . 1 0 .2 0 .3 0 .5
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っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
　
こ
の
地
震
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
両

岸
の
産
業
基
盤
や
由
緒
あ
る
建
築
物
に
手
ひ
ど
い
被
害
を
も
た
ら

し
へ
　
そ
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
映
像
が
注
目
を
集
め
た
。
こ
の
地
震

に
よ
る
最
も
大
き
な
被
害
の
1
つ
は
'
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
沖
積
粘

土
層
(
ベ
イ
マ
ッ
ド
)
上
に
作
ら
れ
た
フ
-
-
ウ
ェ
イ
の
延
長
二
・

四
キ
ロ
に
わ
た
る
崩
壊
で
あ
る
。
も
う
1
つ
は
、
ベ
イ
ブ
-
ツ
ジ

の
上
層
の
橋
桁
が
落
下
し
て
下
層
を
ふ
さ
い
だ
こ
と
で
あ
る
。
そ

図2　ロマ・プリ一夕地震による震度分布

(改正メルカリ震度階) (USGS Circular 1989)

の
た
め
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
の
最
も
重
要
な

連
絡
路
は
数
ヵ
月
間
閉
鎖
さ
れ
た
。

ロ
マ
・
プ
-
-
タ
地
震
は
'
二
万
二
千
以
上
の
家
屋
へ
一
五
六

七
の
商
業
ビ
ル
へ
　
三
一
七
の
公
共
建
築
物
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

全
部
で
三
九
五
七
の
建
物
が
検
査
の
結
果
、
〟
居
住
不
能
″
　
と
い

う
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
街
北
東
部
の

マ
リ
ー
ナ
地
区
の
埋
立
地
で
は
古
い
家
屋
に
大
き
な
被
害
が
あ
り
、

地
震
動
に
よ
っ
て
火
事
も
発
生
し
た
。
1
九
〇
六
年
の
と
き
と
同

じ
く
、
水
道
管
の
破
裂
が
水
圧
の
低
下
を
ま
ね
き
、
消
火
用
水
が

使
え
な
い
事
態
も
発
生
し
た
。
こ
れ
ら
の
場
所
以
外
で
は
、
被
害

は
震
央
距
離
よ
-
も
、
地
震
動
に
対
す
る
地
盤
の
反
応
に
左
右
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

ベ
イ
エ
リ
ア
に
お
け
る
大
地
震
へ
の
備
え
は
早
-
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
。
ロ
マ
・
プ
-
-
タ
地
震
の
わ
ず
か
三
カ
月
前
に
は
、
へ

イ
ワ
ー
ド
断
層
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五
の
地
震

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
も
実
施
さ
れ
て
い
た
。
地
震
後
に
公
表
さ

れ
た
こ
の
訓
練
の
評
価
で
は
、
連
邦
政
府
、
州
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
、

地
方
自
治
体
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
団
体
の
対
応
は
み
な
妥
当
な
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
各
々
が
限
界
に
近
い
能
力
を
発

揮
し
て
達
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
た
。
つ
ま
-
想
定
さ
れ
た
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五
ク
ラ
ス
の
地
震
で
防
災
シ
ス
テ
ム
全
体
と

し
て
は
飽
和
点
に
達
し
て
い
た
と
い
え
る
。
も
し
、
地
震
と
そ
の

災
害
が
ほ
ん
の
少
し
で
も
大
き
い
場
合
に
は
、
防
災
シ
ス
テ
ム
全
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表4　ロマ・プリ一夕地震による被害のタイプ分けとその分布状況

(サンフランシスコとサンタクルーズカウンティにおける住民調査に基づく)

体
が
マ
ヒ
す
る
危
険
性
が
予
測
さ
れ
た
。

貧
困
な
家
庭
の
人
び
と
を
多
-
含
む
約
一
万
二
千
人
が
、
一
時

的
に
住
宅
を
失
っ
た
。
ほ
か
の
災
害
の
と
き
と
同
様
に
'
赤
十
字

は
迅
速
に
動
い
て
、
避
難
所
と
給
食
の
拠
点
を
設
け
た
。
地
震
の

約
1
週
間
後
に
は
、
四
四
カ
所
の
避
難
所
が
設
け
ら
れ
、
約
二
五

〇
〇
人
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
避
難
所
を
利
用
で
き
な
い

人
は
、
友
人
や
親
戚
の
家
に
身
を
寄
せ
た
-
、
テ
ン
ト
や
車
の
な

か
、
さ
ら
に
あ
-
合
わ
せ
の
も
の
で
雨
露
を
し
の
い
だ
り
も
し
た
。

避
難
所
で
と
-
に
問
題
と
な
っ
た
点
は
'
人
種
や
貧
富
の
差
に
ち

な
む
対
立
で
あ
る
。

連
邦
政
府
は
災
害
を
未
然
に
防
い
だ
-
、
軽
減
す
る
た
め
の
個

別
的
な
施
策
に
関
与
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
い
っ
た
ん
災

害
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
と
'
復
旧
の
た
め
の
公
的
援
助
は
連
邦
政

府
の
重
要
な
任
務
と
な
-
、
ふ
だ
ん
は
配
慮
さ
れ
る
こ
と
の
少
な

い
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
そ
の
責
務
と
な
る
。
連
邦
危
機

管
理
庁
は
一
八
の
災
害
申
請
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
三
カ
月
間
に

個
人
、
家
族
へ
企
業
か
ら
七
万
七
六
五
四
件
の
申
請
を
受
け
つ
け

た
。
仮
設
住
宅
に
は
三
万
五
九
五
九
人
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。
ま

た
1
家
族
当
た
り
1
万
l
千
ド
ル
の
生
計
補
助
に
は
三
万
1
二
五
　
朗

五
件
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
1
九
九
三
年
八
月
現
在
で
、
ロ

マ
・
プ
-
-
タ
地
震
災
害
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
出
資
は
、
六
億

八
九
〇
〇
万
ド
ル
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

連
邦
政
府
と
カ
-
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
合
同
の
災
害
軽
減
調
査
チ
ー

ム
が
地
震
後
す
ぐ
に
組
織
さ
れ
へ
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
の
被
害

を
軽
減
す
る
方
法
を
検
討
し
た
。
1
九
九
〇
年
の
1
月
に
ま
と
め

ら
れ
た
報
告
で
は
'
以
下
の
六
項
目
に
わ
た
る
五
七
の
勧
告
が
行

わ
れ
た
。

仙
災
害
の
認
識
と
監
視

仏
土
地
利
用
計
画
と
規
制

㈲
修
復
と
再
建



㈲
被
災
者
の
行
動
の
予
測
と
制
御

㈲
災
害
保
険

㈲
資
金
計
画

混
乱
が
い
っ
た
ん
静
ま
っ
て
み
る
と
、
ロ
マ
・
プ
リ
-
タ
地
震

は
'
ベ
イ
エ
-
ア
で
再
来
が
恐
れ
ら
れ
て
い
た
一
九
〇
六
年
な
み

の
規
模
を
も
つ
大
地
震
"
B
i
g
O
n
e
"
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表5　ロマ・プリ一夕地震前(1989)後(1990)における地震保険加入動向

(カルフォルニア州の4つのカウンティでの住民調査による)

調査地域 .(カ ウンテ ィ) ロマ . プ リ一 夕地震 ロマ . プ リT タ地震

以前 の加入 率 (% ) 以後 の加 入者増加 率 (% )

サ ンタクララ 40 11

コン トラコスタ oo 7

ロサ ンゼル ス 40 6

サ ンバー ナデイー ノ 34 1

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
地
域
に
お
け
る
将
来
の
大
地
震

の
危
険
を
想
定
す
る
た
め
に
、
合
衆

国
地
質
調
査
所
に
よ
っ
て
新
し
い
ワ

ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ

た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
一

九
九
〇
年
の
報
告
で
は
、
ベ
イ
エ
-

ア
で
今
後
三
〇
年
間
に
1
回
か
そ
れ

以
上
の
大
き
な
地
震
が
起
き
る
確
率

は
六
七
%
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
確

率
は
一
九
八
八
年
当
時
の
予
測
の

1
・
五
倍
の
高
い
値
で
あ
る
。
次
の

大
地
震
の
可
能
性
が
最
も
高
い
と
い

わ
れ
る
の
が
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
や
バ

ー
ク
レ
ー
な
ど
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
の
都

市
を
縦
断
す
る
へ
イ
ワ
ー
ド
断
層
で

あ
る
。
へ
イ
ワ
ー
ド
断
層
か
ら
の
地

震
に
よ
る
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
地
域
の
地
震
動
は
'
ロ
マ
・
プ
-
-
タ

地
震
に
比
べ
て
、
1
二
倍
以
上
に
な
る
だ
ろ
う
と
合
衆
国
地
質
調

査
所
は
予
測
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ロ
マ
・
プ
リ
-
タ
地
震
は
、

へ
イ
ワ
ー
ド
断
層
を
震
源
と
す
る
地
震
の
、
小
規
模
な
模
擬
演
習

だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

■
一
九
九
一
年
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
ヒ
ル
ズ
火
災

一
九
九
一
年
の
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
ヒ
ル
ズ
火
災
は
、
ベ
イ
エ
-
ア

で
予
期
さ
れ
る
別
の
タ
イ
プ
の
災
害
に
対
す
る
演
習
と
い
え
る
も

の
で
あ
っ
た
。
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
東
岸
か

ら
カ
-
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
内
陸
に
い
た
る
地
域
で
あ
る
。
バ
ー
ク
レ

ー
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
な
ど
の
市
街
地
は
、
海
岸
の
埋
立
地
か
ら
海

岸
山
脈
の
最
も
西
よ
-
の
支
脈
の
斜
面
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の
展
望
に
す
ぐ
れ
た
こ
の
西
向
き
の
斜
面

は
'
仕
事
の
た
め
に
都
心
へ
通
う
に
も
、
自
然
の
残
る
山
野
を
楽

し
む
の
に
も
適
し
た
場
所
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
-
三
〇
年
代
以

来
へ
豊
か
な
人
び
と
や
芸
術
家
が
、
こ
の
丘
陵
の
な
か
の
急
な
'

曲
が
-
-
ね
っ
た
道
に
沿
っ
て
点
在
す
る
小
さ
な
家
に
居
を
定
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
庭
木
と
し
て
、
モ
ン
ト
レ
ー
パ
イ

ン
　
(
松
)
　
や
ユ
ー
カ
リ
な
ど
の
乾
燥
す
る
と
た
い
へ
ん
燃
え
や
す

い
木
が
好
ん
で
植
え
ら
れ
た
。

干
ば
つ
、
風
、
可
燃
物
の
集
積
と
い
う
悪
条
件
が
重
な
っ
て
、

l
九
九
l
年
1
0
月
二
〇
日
、
ア
メ
-
カ
合
衆
国
の
都
市
火
災
の

65
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表6　市街地・山林混在地域における火災危険要素

植生:イーストベイ本来の自然植生である樫林と草地は,ユーカリやモントレー松など「カルフォ

ルニアスタイル」の庭木によってとってかわられているoこれらの外来種は樫に比べて樹脂が多くた

いへん燃えやすいo加えて,ユーカリの枯糞・枯枝が放置されて地表に堆積したものは,引火の危険
が非常に高い。

自然発火の要因:宅地開発が進んで・自然の原因で山火事が発生するような山林の面積は減少したo

Lかし自然公園のように,開発から取り残された場所では,枯葉や枝が放置され火災の危険を増大さ
せている。

干ばつ: 1987年から1991年までカルフォルニアは5年連続の干ばつにみまわれて,植生は乾燥し
きっていた。

建材:カルフォルニア風の建築様式では,シターを用いたこけら葺きなど,外装に燃えやすい木を

使用することが多いoさらにほとんどの家にデッキなど引火しやすい木造の張り出しがある。

狭い道路:狭く,急傾斜で,曲がりくねった道路のために,パトカー,消防自動車,救急車などの

動きは制約されるし,車での避難も困難である。また避難途中で放置された車は道路を完全にふさい
でしまう。

風:カルフォルニアでは夏の終わりから秋にかけて・しばしば「悪魔の風」と呼ばれる熱風が吹く。

この風はカルフォルニア東方　グレートベースンの砂漠地域の高気圧から吹き出す熱く乾いた東風や

北風で,山脈の切れ目で加速されながら吹き出してくるoイーストベイヒルズやそれと似た起伏に富

んだ地形の場所では,局地的な突風が吹いたり乱気流が起きたりする。

水の供給=市街地と山林が混在する地域における火災は,現場まで十分な水圧を保って水を供給す

ることがむずかしいために,しばしば消火が困難になる。標高の高い場所にある貯水池というのは普

れであり・給水タンク車が火災の早い段階で到着することもむずかしい。水や化学薬品を火災現場に

投下するのに飛行機を使うことが一般的になってきているが,これはたいへんに高価(一例として一

機のチャーターが一時間あたり7000ドル)である。

放火:カルフォルニアにおける山火事の多くが放火によるものと考えられている1991年のオー

クランドの火災でも,その可能性はあるが確証は得られていない1993年の南カルフォルニアの火

災では・数人の容疑者が逮捕された。原因はなんであれ,市街地と山林の境界付近でとりわけ地形が

険しい所に建つ家は毎年,乾期には火災の脅威にさらされている。

洪水と土砂崩れ:火災によって,植生が失われた斜面ではひきつづいて大量の雨が降ると,出水

地すべり,土砂崩れ土石流などの二次的な災害が発生する。

歴
史
の
な
か
で
も
三
番
目
に
ラ
ン
ク
さ

れ
る
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
ヒ
ル
ズ
火
災
が
起

こ
っ
た
。
1
九
九
三
年
の
南
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
山
火
事
を
は
じ
め
と
す
る
ほ

か
の
カ
-
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
火
災
に
比
べ

て
、
焼
失
面
積
が
六
四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
少
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被

災
家
屋
が
多
か
っ
た
た
め
へ
　
こ
の
火
災

は
最
悪
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

(
表
7
)
。
死
者
は
二
五
名
、
負
傷
者
は

一
五
〇
名
以
上
に
達
し
た
。
約
九
時
間

の
間
に
、
二
六
二
1
戸
の
家
、
七
五
八
　
郎

棟
の
共
同
住
宅
が
焼
失
し
た
。
家
を
失

っ
た
人
は
約
五
1
0
0
人
で
、
そ
の
多

-
が
高
齢
者
で
あ
っ
た
。
被
害
額
は
少

な
-
と
も
一
五
〇
億
ド
ル
と
見
積
も
ら

れ
て
い
る
。

急
速
に
延
焼
し
た
火
災
の
中
心
部
の

温
度
は
非
常
に
高
-
、
摂
氏
千
度
を
超

え
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
出
火
一
五
分

後
に
は
、
火
災
の
熟
対
流
に
よ
っ
て
暴

風
が
発
生
す
る
条
件
が
と
と
の
っ
て
い

た
。
当
時
約
千
メ
ー
ト
ル
の
高
度
に
達
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し
て
い
た
接
地
逆
転
層
が
火
事
の
熟
を
た
-
わ
え
、
イ
ー
ス
ト
ベ

イ
ヒ
ル
ズ
の
樹
木
や
家
屋
を
温
め
乾
燥
さ
せ
た
。
そ
し
て
火
災
は

何
百
も
の
家
を
ま
た
た
-
ま
に
の
み
こ
ん
だ
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
と
バ
ー
ク
レ
ー
の
消
防
署
は
、
予
算
削
減
の
た

め
消
火
能
力
が
不
足
気
味
だ
っ
た
う
え
に
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に

火
が
燃
え
広
が
る
市
街
地
・
山
林
混
在
地
域
に
対
す
る
消
火
の
訓

練
や
装
備
も
不
十
分
で
あ
っ
た
。
両
市
と
も
、
近
隣
の
地
方
自
治

体
や
州
、
連
邦
政
府
に
救
援
を
要
請
し
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
四

四
〇
台
の
消
防
車
へ
消
防
飛
行
機
六
機
、
へ
-
コ
ブ
タ
1
1
六
機
、

八
つ
の
通
信
部
隊
、
二
つ
の
現
場
管
理
部
隊
、
八
八
人
の
指
揮
官

を
含
む
大
規
模
な
消
防
隊
が
現
場
に
集
結
し
た
。

消
防
士
の
志
気
は
高
か
っ
た
の
だ
が
、
火
災
を
鎮
火
す
る
た
め

図3 1991年10月20a　イーストベイヒルズ火災の火元と延焼地域

等高線間隔: 100ft (約30.5m)

表7カルフォルニアにおけるおもな市街地.山林混在地域での火災(1923-1993)
(California Governor's Office of Emergenncy Services, 1992)

年　　地域(主にカウンティ)　延焼面積(ha)　被害家屋
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1923　　アラメダ

1961　マリポザ

1961　　ロサンゼルス

1964　　ナパーソノマ

1964　　サンタバーバラ

1967　　リバーサイド

1970　　サンバーナディーノ　　　　　　　　2, 149

1977　　サンタバーバラ　　　　　　　　　　　　33

1978　　ソノマ　　　　　　　　　　　　　　　　466

1980　　サンバーナディ-ノ　　　　　　　　　222

1980　　サンバーナディ-ノ　　　　　　　1,678

1981　　ナノヾ　　　　　　　　　　　　　　　　　890

1982　　ベンチュラーロサンゼルス　　　　2,307

1985　　サンディエゴ　　　　　　　　　　　　　　8

1988　　ネバダ　　　　　　　　　　　　　　1, 356

1988　　シャスタ　　　　　　　　　　　　　　　316

1990　　サンタバ-バラ　　　　　　　　　　198

1991　　アラメダ　　　　　　　　　　　　　　　65

1993　　南カルフォルニア　　　　　　11,007
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に
こ
の
大
部
隊
の
実
力
を
効
果
的
に
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
現
場
で
の
連
絡
は
、
無
線
・
有
線
と
も
に
回
線
の
不
足
が

大
き
な
障
害
と
な
っ
た
。
そ
し
て
へ
た
と
え
連
絡
が
と
れ
た
と
し

て
も
、
交
通
渋
滞
が
行
動
を
阻
害
し
た
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
は

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
消
火
栓
は
特
殊
な
口
径
の
た
め
、
ほ
か
の
自
治

体
の
消
防
車
の
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
も
っ

と
も
た
と
え
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
現
場
付
近
で
は

出
火
後
問
も
な
-
水
圧
が
下
が
-
'
放
水
に
よ
る
消
火
は
不
可
能

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
原
因
は
　
仙
周
辺
の
十
1
の
貯
水
タ

ン
ク
の
う
ち
一
〇
が
水
道
管
の
破
損
や
蛇
口
の
閉
め
忘
れ
に
よ
っ

て
空
に
な
っ
た
こ
と
へ
㈲
変
電
設
備
が
燃
え
て
停
電
と
な
り
、
給

配
水
ポ
ン
プ
が
作
動
し
な
か
っ
た
こ
と
、
㈱
停
電
時
に
ポ
ン
プ
を

作
動
さ
せ
る
緊
急
発
電
設
備
が
配
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の

三
つ
で
あ
る
。

こ
の
火
災
の
翌
日
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
長
は
被
災
地
の
住
宅
を

再
建
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
ア
メ
-
カ
合
衆
国
で
は
た
い
て
い

の
自
然
災
害
の
後
で
、
当
局
が
再
建
に
前
向
き
な
発
言
を
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
今
度
の
場
合
も
被
害
者
に
対
す
る
心
遣
い
に
加
え

て
、
焼
失
し
た
地
域
が
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
最
も
土
地
評
価
額
が
高

-
、
さ
ら
に
地
元
の
多
数
の
小
売
商
や
土
建
業
者
に
と
っ
て
上
得

意
が
密
集
す
る
地
域
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
そ
の
重
要
な
理
由

で
あ
る
。
こ
の
地
域
を
再
建
せ
ず
、
既
存
の
公
園
に
編
入
す
る
と

い
う
選
択
肢
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
公
園
に
す
る
た
め
に
土
地
を
買
収
す
る
費
用
は
約
四
〇
〇
万

ド
ル
と
み
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
連
邦
政
府
や
州
政
府
か
ら
の
援

助
は
1
切
期
待
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
o
さ
ら
に
こ
の
地
域
を
再

建
せ
ず
放
置
す
れ
ば
'
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
多
額
の
税
収
入
を
失

ぅ
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
へ
こ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
で
〟
再
建

し
な
い
″
　
こ
と
の
意
義
が
環
境
や
経
済
の
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
災
害
の
復
興
を
す
す
め
る
う
え
で
の
大
き

な
過
失
と
い
え
よ
う
。

ロ
マ
・
プ
リ
-
タ
地
震
の
と
き
と
違
っ
て
'
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
ヒ

ル
ズ
の
再
建
に
は
民
間
の
損
害
保
険
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
か

っ
た
。
火
災
後
の
1
年
間
で
、
四
九
の
保
険
会
社
に
対
し
て
三
九

五
四
件
総
萄
約
一
四
億
ド
ル
の
請
求
が
行
わ
れ
、
l
戸
当
た
-
の
　
侶

平
均
は
三
五
万
ド
ル
を
上
回
っ
た
。
請
求
者
の
約
六
二
%
が
保
険

金
額
の
上
限
額
相
当
の
家
・
家
財
を
購
入
し
、
同
時
に
市
の
条
例

と
州
法
に
基
づ
-
代
替
住
宅
の
家
賃
補
助
や
さ
ま
ざ
ま
な
免
・
減

税
措
置
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
焼
け
出
さ
れ
た
世
帯
の
所
得
は
被

災
前
に
比
べ
、
1
0
-
二
五
%
増
加
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

連
邦
政
府
は
火
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
、
約
五
千
万
ド
ル
を

援
助
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
地
域
復
興
促
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置

費
用
も
含
ま
れ
て
い
た
o
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の

現
地
事
務
所
と
し
て
被
災
地
域
に
近
接
し
て
設
け
ら
れ
、
市
へ
州
へ

連
邦
政
府
の
各
機
関
、
公
益
事
業
へ
損
害
保
険
会
社
、
医
療
保
険
へ

社
会
福
祉
な
ど
あ
ら
ゆ
る
関
連
機
関
の
担
当
者
が
常
駐
し
て
い
た
。
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被
災
者
は
こ
こ
を
1
回
訪
れ
る
だ
け
で
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
セ
ン
タ
ー
に
備
わ
っ
た
行
き
届
い

た
情
報
シ
ス
テ
ム
を
も
と
に
'
個
人
住
宅
の
再
建
プ
ラ
ン
が
検
討

さ
れ
た
。

今
度
の
火
災
に
つ
い
て
へ
　
い
-
つ
か
の
調
査
グ
ル
ー
プ
が
事
後

の
災
害
評
価
を
行
っ
た
。
こ
の
災
害
は
大
都
市
域
の
中
心
部
で
起

こ
っ
た
た
め
、
連
邦
政
府
、
地
方
自
治
体
、
大
学
、
民
間
の
多
数

の
専
門
家
が
即
座
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
わ
ず
か
二

年
前
に
ロ
マ
・
プ
-
-
タ
地
震
を
経
験
し
て
い
た
た
め
、
災
害
に

対
応
す
る
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ

け
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
災
害
復
旧
に
経
験
を
積
ん
で
い
た
。

こ
れ
ら
の
事
後
評
価
の
な
か
で
は
'
防
災
体
制
の
整
備
と
復
旧

促
進
の
た
め
の
特
別
委
員
会
が
行
っ
た
も
の
が
最
も
要
を
得
て
い

る
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
へ
　
バ
ー
ク
レ
ー
両
市
長
が
火
災
後
数
日
の
間

に
共
同
で
組
織
し
た
こ
の
委
員
会
に
は
、
被
災
地
の
復
旧
方
針
と

イ
ー
ス
ト
ベ
イ
の
丘
陵
地
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
火
災
の
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
、
八
週
間
以
内
に
詳
細
な
レ
ポ

ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
、
バ
ー
ク
レ
ー
両
市
と
ア
ラ
メ
ダ
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
公
務

員
、
大
学
の
教
官
、
公
益
事
業
、
地
域
の
法
人
、
被
災
者
の
代
表

か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
次
の
五
つ
の
項
目
に
つ

い
て
お
よ
そ
三
〇
〇
の
勧
告
が
な
さ
れ
た
。

仙
防
災
体
制
の
整
備

㈲
災
害
時
の
通
信

㈲
山
林
植
生
と
管
理

仙
開
発
と
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備

㈲
都
市
計
画
、
地
域
用
途
区
分
、
設
計
の
見
直
し

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
市
民
は
'
一
九
九
三
年
に
丘
陵
地
域
に
お
け

る
防
災
と
鎮
火
の
た
め
の
特
別
地
区
を
設
け
る
こ
と
を
投
票
に
よ

っ
て
可
決
し
た
。
こ
の
特
別
地
区
は
今
回
の
火
災
で
焼
け
た
か
否

か
に
関
係
な
-
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
全
丘
陵
地
帯
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
地
区
内
の
お
よ
そ
二
万
筆
の
土
地
の
各
々
か
ら
、
当
初

年
額
七
五
ド
ル
、
最
終
的
に
年
額
最
大
三
〇
〇
ド
ル
の
防
火
基
金

を
徴
収
す
る
。
こ
の
基
金
で
、
地
区
内
の
公
共
お
よ
び
私
有
の
土

地
の
枯
草
・
枯
木
を
は
じ
め
と
す
る
可
燃
物
の
処
理
が
す
す
め
ら
　
脚

れ
る
。
そ
の
手
段
は
多
岐
に
わ
た
-
、
例
え
ば
公
共
用
地
の
枯
草

を
山
羊
に
食
べ
さ
せ
る
た
め
に
、
山
羊
飼
い
が
雇
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
へ
個
人
の
土
地
で
防
火
基
準
に
対
し
て
違
反
が
な
い

か
ど
う
か
検
査
す
る
チ
ー
ム
も
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
対
策
に

は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
が
市
街
地
や
山
野
の
火
災
を
鎮
火
す
る
能
力

を
高
め
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
ヒ
ル
ズ
火
災
に
対
応
し
て
、

一
四
カ
月
か
け
て
用
途
地
域
区
分
を
改
訂
し
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

市
内
の
被
災
地
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
に
対
し
、
従
来
の
区
分

に
重
な
る
形
で
新
た
に
設
け
ら
れ
た
s
l
l
四
ゾ
ー
ン
は
、
1
九

九
二
年
一
二
月
八
日
に
発
効
し
た
。
こ
の
S
-
一
四
ゾ
ー
ン
の
規
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表8　災害対応と地域復興に関する特別調査団の主要な勧告とその実施状況

(特別調査団の報告要旨(1992)に,括弧内の実施状況を筆者が付記)

◆　無線通信と防火施設の新設を目的とした多額の地方債を起債して地方自治体の緊急活動を改善す
る(実施)

◆　火災を発見し,それが小規模な場合自力で鎮火できるような地元ボランティアの訓練と活動の奨
励(実施)

◆　火災危険地域の指定を受けた場所では全ての家に対し,木製の屋根を除去し,造園の方法と材料
を規制して,延焼を防ぐための対策に協力することを求める(実施中)

◆　火災予防活動に配分された資金で,火災危険地域に防火地帯を設ける(実施)

◆　火災危険地域の電気・ガス・水道および通信施設を地下に埋設する(実施中)とともにこの地域
の水の供給を改善する(実施中)

◆　スプリンクラーの設置(実施されず)と防火建材の多用(実施)を義務づけるように建築規準を
・ftnz?

◆　消防資材置場への道路を改良する(実施されず)とともに火災の発生しやすい地域に消防資材を
移動する(実施)

◆　火災の発生しやすい地域において家屋の密度を制限する(実施されず)

制
は
土
地
所
有

者
に
対
し
て
非

常
に
寛
大
な
も

の
で
あ
っ
た
。

家
屋
を
再
建
す

る
場
合
、
床
面

積
が
焼
失
家
屋

の

1

　

1

0

%

以

内
で
あ
れ
ば
規

制
と
は
無
関
係

に
建
築
が
許
可

さ
れ
た
。
ま
た
、

規
制
が
発
効
す

る
以
前
に
申
請

さ
れ
た
建
築
に

つ
い
て
も
、
す

べ
て
規
制
の
適

用
を
除
外
さ
れ

た
。
さ
ら
に
S

-
一
四
の
規
制

で
は
道
路
と
建

物
の
間
隔
、
隣

家
と
の
距
離
へ

建
物
の
高
さ
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
へ
庭
の
設
計
へ
植
栽
な
ど
自
由
度

が
大
き
か
っ
た
。

1
九
九
三
年
八
月
の
時
点
で
へ
　
こ
の
規
制
の
当
然
の
結
果
が
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
丘
陵
地
の
斜
面
に
見
て
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
新
築
の
大
き
な
家
々
が
数
百
戸
へ
そ
れ
ぞ
れ
が

奇
抜
な
デ
ザ
イ
ン
を
競
っ
て
、
三
-
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
狭
い
間

隔
で
立
ち
並
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
難
燃
性
の
屋
根
を
使
う
こ
と
、

火
へ
ガ
ス
を
使
う
設
備
を
地
下
に
配
置
す
る
こ
と
へ
燃
え
や
す
い

植
栽
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
火
災
の
危
険
は
軽
減
さ
れ
て
い

る
。
道
路
か
ら
離
れ
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
S
-
一
四
の
規
制
で
は

も
っ
と
増
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
道
路
は
全
体
に
依
然
と
し

て
狭
い
う
え
に
'
家
が
大
き
-
な
っ
た
た
め
、
1
戸
当
た
り
の
自

動
車
の
数
は
増
え
る
に
違
い
な
い
。
結
果
的
に
交
通
渋
滞
が
'
住

民
の
安
全
を
お
び
ヤ
か
す
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

家
々
が
建
て
込
ん
で
い
る
こ
と
、
個
々
の
家
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
道
路
の
混
雑
の
可
能
性
へ
　
こ
れ
ら

の
要
因
の
す
べ
て
が
、
二
へ
三
十
年
以
内
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
へ
イ
ワ
ー
ド
断
層
地
震
の
危
険
を
考
え
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
に

不
安
を
感
じ
さ
せ
る
。

■
結
　
論

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
都
市
圏
の
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
地
域
は
一
九

八
九
年
以
来
、
地
震
、
火
災
に
よ
る
き
び
し
い
試
練
を
受
け
て
き

70
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た
。
ロ
マ
・
プ
-
-
タ
地
震
と
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
ヒ
ル
ズ
火
災
は
そ

れ
ぞ
れ
、
こ
の
地
域
に
壊
滅
的
で
は
な
い
も
の
の
甚
大
な
損
害
を

も
た
ら
し
た
。
ど
ち
ら
の
災
害
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
ー
と
-
に
水
道
、

交
通
、
電
気
や
医
療
の
設
備
と
シ
ス
テ
ム
ー
の
被
害
に
対
し
大
都

市
が
無
防
備
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
み
せ
つ
け
た
。
反
面
、
大
統

領
か
ら
地
元
の
専
門
家
に
い
た
る
整
然
と
し
た
組
織
が
'
危
急
の

際
に
は
個
々
の
市
民
や
市
の
職
員
の
求
め
に
応
じ
て
援
助
を
惜
し

ま
な
い
と
い
う
、
頼
も
し
い
実
状
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ロ
マ
・
プ
リ
-
タ
地
震
と
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
ヒ
ル
ズ
火
災
が
壊
滅

的
な
被
害
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
安
心
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
行
政
機
関
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ

ル
で
の
緊
急
事
態
へ
の
対
応
能
力
は
、
限
界
近
-
に
達
し
て
い
た
。

災
害
の
規
模
や
条
件
が
少
し
違
っ
て
い
た
ら
、
例
え
ば
ロ
マ
・
プ

リ
-
タ
地
震
の
と
き
へ
震
源
が
も
っ
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
近

か
っ
た
ら
、
地
震
の
規
模
が
も
っ
と
大
き
か
っ
た
ら
、
あ
る
い
は

地
震
で
発
生
し
た
火
事
を
態
風
が
あ
お
っ
て
い
た
ら
、
は
る
か
に

大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
防
災
シ
ス
テ
ム
を
圧
倒
し
て
し
ま
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
ヒ
ル
ズ
火
災
の
場
合
も
、
も
し

乾
燥
し
た
熱
風
が
吹
き
や
ま
な
か
っ
た
ら
、
世
界
的
に
有
名
な
ク

レ
ア
モ
ン
ト
ホ
テ
ル
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
、

さ
ら
に
バ
ー
ク
レ
ー
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
数
え
き
れ
な
い
住
宅
や

オ
フ
ィ
ス
が
焼
失
し
た
に
違
い
な
い
。

都
市
地
域
で
互
い
に
無
関
係
な
二
つ
の
大
災
害
が
、
二
年
以
内

に
起
き
た
こ
と
は
、
災
害
へ
の
対
応
と
復
旧
の
ま
た
と
な
い
訓
練

の
機
会
で
あ
-
、
ほ
か
の
大
都
市
地
域
に
お
い
て
も
教
訓
と
す
る

こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
と
-
に
重
要
な
点
を
列
記
し
て

ま
と
め
と
し
た
い
。

防
災
地
域
区
分

都
市
型
の
自
然
災
害
に
対
処
し
復
旧
し
て
い
-
た
め
の
適
切
な

地
域
の
サ
イ
ズ
と
い
う
点
で
'
個
々
の
都
市
で
は
小
さ
す
ぎ
る
し
、

大
都
市
地
域
を
一
つ
の
単
位
と
す
る
と
大
き
す
ぎ
る
。
大
都
市
地

域
は
'
行
政
区
分
と
は
別
に
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
そ
れ
が

過
不
足
な
-
機
能
す
る
大
き
さ
の
地
区
に
区
分
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
、
二
度
の
災
害
で
と
も
に
最
大
の
被
害

を
被
っ
た
が
、
単
独
で
こ
れ
ら
の
試
練
に
耐
え
た
わ
け
で
は
な
-
、
〃

そ
の
能
力
も
な
か
っ
た
。
実
際
ベ
イ
エ
-
ア
大
都
市
圏
の
な
か
の

イ
ー
ス
ト
ベ
イ
と
い
う
地
域
が
、
精
神
的
に
も
実
質
的
に
も
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
市
の
混
乱
か
ら
の
回
復
を
支
援
し
た
の
で
あ
る
。

災
害
調
査

以
上
に
述
べ
た
二
つ
の
災
害
に
ひ
き
つ
づ
い
て
'
連
邦
政
府
か

ら
州
、
地
方
自
治
体
へ
電
気
・
ガ
ス
、
民
間
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
が
実
施
し
た
災
害
調
査
報
告
書
の
大
洪
水
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
小
論
は
、
こ
れ
ら
多
数
の
報
告
書
を
斜
め
に
読
ん
で
レ
ビ
ュ

ー
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
災
害
調
査
の
発
想
や
方

法
論
に
新
た
な
展
開
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
災
害
調
査
が
有

用
で
あ
る
た
め
に
は
、
内
容
が
科
学
的
に
正
確
で
具
体
的
な
対
策
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が
明
示
さ
れ
て
お
-
t
か
つ
政
治
的
配
慮
に
毒
さ
れ
な
い
報
告
書

が
時
宜
を
得
て
公
表
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
調
査
を
と
り
ま
と
め

る
責
任
者
は
、
事
実
を
あ
る
が
ま
ま
に
述
べ
て
、
行
政
サ
イ
ド
か

ら
無
理
難
題
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
に
、
必
要
な

勧
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

大
都
市
で
自
然
災
害
に
強
い
都
市
づ
-
-
を
考
え
る
と
き
'
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、
建
築
物
の
耐
震
規
制
が
強
化
さ

れ
、
個
人
・
家
庭
レ
ベ
ル
で
は
災
害
か
ら
自
分
を
守
る
の
は
自
分

自
身
と
い
う
意
識
が
浸
透
し
た
結
果
へ
個
々
の
建
造
物
の
耐
久
性

は
目
に
見
え
て
向
上
し
て
き
た
。
し
か
し
、
公
共
・
私
有
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
自
然
災
害
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
危
険
が
増
大
し
た

た
め
、
こ
う
し
た
災
害
か
ら
個
人
を
守
る
た
め
の
努
力
は
相
殺
さ

れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ー
ス
ト
ベ
イ
上
下
水
道
事
業
局
は

地
震
や
火
事
に
対
す
る
水
道
供
給
シ
ス
テ
ム
の
抵
抗
力
を
高
め
る

た
め
の
対
策
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
.
1
万
で
、
ベ
イ
エ
リ
ア

の
交
通
の
動
脈
で
あ
る
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
は
、
ロ
マ
・
プ
リ
ー
タ
地

震
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
　
(
州
際
道
路
)
八

八
〇
号
サ
イ
プ
レ
ス
高
架
橋
や
道
路
桁
の
一
部
が
落
下
し
た
ベ
イ

ブ
リ
ッ
ジ
の
よ
う
な
弱
点
を
多
-
は
ら
み
な
が
ら
、
改
良
は
進
ん

で
い
な
い
。
今
後
も
通
行
止
め
を
含
む
重
大
な
障
害
が
避
け
ら
れ

な
い
箇
所
が
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
区
間
は
あ
ら
か
じ
め
把
握
さ

れ
て
い
て
'
不
通
の
影
響
を
ど
う
す
れ
ば
小
さ
-
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
対
応
策
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
利
用
者
に

対
し
て
、
主
要
道
路
や
橋
梁
が
不
通
と
な
っ
た
場
合
へ
と
る
べ
き

行
動
や
迂
回
の
方
法
を
平
常
時
か
ら
知
ら
せ
て
お
-
必
要
が
あ
る
。

不
測
の
事
態
の
予
測

巨
大
都
市
に
お
け
る
災
害
対
策
の
最
も
困
難
な
課
題
は
、
予
測

不
可
能
な
事
態
へ
の
対
策
で
あ
る
。
複
雑
な
相
互
依
存
関
係
を
内

包
す
る
現
代
の
都
市
シ
ス
テ
ム
が
自
然
災
害
に
さ
ら
さ
れ
た
と
き
へ

個
々
の
被
害
は
致
命
的
な
も
の
で
な
-
と
も
、
次
々
に
発
生
す
る

被
害
が
影
響
し
あ
っ
て
止
め
よ
う
の
な
い
連
鎖
的
な
大
災
害
に
発

展
し
て
、
パ
ニ
ッ
ク
や
大
混
乱
そ
し
て
悲
劇
を
生
み
出
す
可
能
性

は
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
突
発
的
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
乃

迅
速
か
つ
正
確
な
被
害
状
況
の
把
握
、
決
断
と
行
動
が
可
能
な
熟

練
し
た
専
門
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
が
絶
対
に
必

要
で
あ
る
。
災
害
へ
の
対
応
は
専
門
的
で
高
度
な
技
術
で
あ
る
。

悲
惨
な
災
害
の
試
練
に
耐
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
わ

ず
か
な
希
望
は
、
1
つ
の
災
害
を
経
る
た
び
に
、
次
の
災
害
を
耐

え
る
能
力
が
高
ま
る
と
信
じ
る
こ
と
に
あ
る
。
幸
い
に
し
て
近
年

に
教
訓
と
な
る
よ
う
な
大
き
な
自
然
災
害
を
経
験
し
て
い
な
い
場

合
、
ほ
か
の
地
域
の
災
害
の
例
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
は
き
わ
め
て
大

き
い
。
こ
の
観
点
か
ら
、
世
界
中
の
巨
大
都
市
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
と
ベ
イ
エ
リ
ア
の
経
験
か
ら
多
-
を
学
び
と
る
べ
き
で
あ
ろ
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